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扇棚田の駐車スペース

緩やかな土羽（どは）の法面 棚田の上部には放牧された牛たち

うぶやま牧場

山吹水源

■ 住所 / 阿蘇郡産山村大字産山　　 問い合わせ /産山村役場経済建設課農林係  ☎ 0967-25-2213
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「扇棚田」は産山村役場から９kmほど離れた阿蘇外輪の草原に孤立しており、近くには民家も畑もありません。美しい扇
型の棚田に数本の樹木が配され、晴れた日には日本百名山の３つ（阿蘇山、九重山、祖母山）を見渡すことができます。田植
えの時期には水田に映る逆さ九重山が見られることもあります。特徴的な美しい形状と大きなスケール感を有している
棚田で、全国的にも絶景として知られています。

棚田の先には熊本名水百選「山吹水源」があ
ります。水汲み場には駐車場やトイレもあ
ります。また、役場から約１kmほどに「うぶ
やま牧場」があり、売店やレストランなどが
併設されています。周辺には草原が広がっ
ており、阿蘇の雄大な自然を満喫できます。

 ルート　扇棚田へはまず産山村役場を目指し、役場から下
の地図のように進みます。曲がり角付近には「山吹水源・扇
田」あるいは「山吹水源」への誘導サインがあります。
 駐車場　扇棚田に隣接する場所に５～６台分の駐車スペース
があります。
トイレ　トイレは「山吹水源」の駐車場か産山村役場が利用で
きます。

棚田の最上部は放牧地となっており、
牛たちがゆったりと草を喰んでいま
す。棚田の管理は、地域住民が中山間
地域等直接支払制度による「山吹集落
協定」を結び、「草原、棚田、水源、農道
を整備して伝統文化の継承」を行って
います。次世代に受け継いでいきたい
美しい風景です。

阿蘇外輪の原野に広がる孤高の絶景。山裾に広がる丘陵に、ゆったりと拓かれた棚田。

アクセス情報周辺施設

広い空、起伏に富んだ棚田、歩いていくごとに変化する風景に魅了されます。

慶専寺

道の駅「佐俣の湯」

■ 住所 / 下益城郡美里町白石野　　 問い合わせ /美里町役場経済課農政係  ☎ 0964-46-2114

美里町の西南部の山裾に広がる丘陵地帯に、ゆったりとした佇まいが美しい棚田が並んでいます。昔、西の高野山と呼
ばれた釈迦院への主な参詣道として栄えた地域です。毎年９月、秋のお彼岸の時期には、畦道に咲く彼岸花と黄金色の
稲穂とのコントラストが美しく、多くの観光客が訪れます。

「白石野里山コース」というフットパス
コースが設定されています。約4.4km
の行程で、棚田の美しい景観とともに
文化遺産を楽しむことができます。
スタート地点は美里町中央公民館西
分館（旧中央小学校）で、駐車場・トイ
レもあります。
また「縁側カフェ」も行われています。

アクセス情報周辺施設
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 ルート　 白石野の棚田へは美里町役場から車で10分ほどです。美
里町中央公民館を過ぎて次の交差点を右折して県道105号を進む
と、フットパスの駐車スペースである中央公民館西分館に着きます。
  駐車場　 中央公民館西分館は棚田のすぐ隣です。この駐車スペー
スを起点に棚田を歩くのがよいでしょう。
 トイレ　  中央公民館西分館、慶専寺にトイレがあります。

駐車スペースのある美里町中央公民館西分
館の道沿いに1582年に建立されたという慶
専寺への登り口があります。また西分館から
10分ほどには道の駅「佐俣の湯」があり、温
泉、宿泊、レストラン、物産館などを楽しむこ
とができます。

西分館の入り口にあるサイン

池山水源
御食事処
山水亭
奥阿蘇の宿
やまなみ
奥阿蘇の宿
やまなみ

観音滝

御湯船温泉館

大蘇ダム

うぶやま牧場
ヒゴタイロード

ヒゴタイ大橋

ミルクロード

産山水魚園

至・阿蘇市

至・九重連山

至・竹田市

至・南小国町
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扇棚田

山吹水源山吹水源

産山村役場

Google Map
ビューポイント１ビューポイント１

Google Map白石野橋美里町中央公民館西分館
（旧中央西小学校）

美里町中央公民館西分館
（旧中央西小学校）

白石野橋

至・佐俣の湯

至・美里町役場

白石野の棚田
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鮎の瀬大橋

緑川
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通潤橋
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ビューポイントに現地看板

起伏に富んだ地形と棚田 通潤橋と棚田棚田と生活との密着が菅迫田の魅力 稲刈り後の風景

五老ケ滝

小笹円形分水

■ 住所 / 上益城郡山都町新小　他　　 問い合わせ /山都町役場農林振興課  ☎ 0967-72-1136
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黒船来航の翌年（1854年）、用水がないために稲作ができなかった白糸台地の民を救うために、惣庄屋・布田保之助らに
よって日本最大級の石造りアーチ水路橋「通潤橋」（国の重要文化財）が建設されました。総延長117kmの通潤用水は網の
目のように白糸台地の水田（約100ha）を潤し、現在に至るまで住民の農業と生活を支えています。「通潤用水と白糸台地
の棚田景観」は2008年～2010年にかけて、国の重要文化的景観に選定されました。

周辺には農業用水を分ける施設「小笹円形
分水」や「五老ケ滝」などもあり、多彩な楽し
み方ができます。また、通潤橋に隣接する道
の駅「通潤橋」では棚田米などの特産品を購
入できたり、食事もできます。

白糸台地は起伏に富んだ地形で、多彩
な棚田景観を見ることができます。ま
た通潤橋周辺の棚田景観も多くの観光
客の目を楽しませてくれます。なお、通
潤橋は2016年の熊本地震や2018年の
豪雨被害によって破損しましたが、補
修工事が進められ2020年、放水が再開
されました。

幕末、通潤橋の建設によって潤される台地の棚田。陸の孤島と呼ばれた菅地区、うねる谷間に拓かれた棚田。

アクセス情報周辺施設

鮎の瀬大橋

鮎の瀬交流館

■ 住所 / 上益城郡山都町菅　　 問い合わせ /山都町役場農林振興課  ☎ 0967-72-1136

通潤橋から南東へ7.5km、鮎の瀬大橋を渡ると、県道153号を左方向へ進むと菅地区です。屈曲する谷間に沿って、民家や
迫田（小さな谷「迫（さこ）」に作られた水田）が点在しています。1999年、鮎の瀬大橋が完成するまでは「陸の孤島」と呼ば
れた地域です。上の写真は、上菅集落の上から見下ろした風景。棚田と住民の暮らしとの調和、さらに彼方には阿蘇外輪の
山々が望めるビューポイントになっています。

複雑な地形に沿って築かれた棚田は立
つ位置によってさまざまな景観を見せ
てくれ、飽きることがありません。エリ
ア一帯がビューポイントであり、歩いて
巡りたくなります。また、地域を巡る
フットパスコースも設置されています。
地域の方へ挨拶しながら、散策してみて
ください。

アクセス情報周辺施設
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くまもと景観賞奨励賞、グッドデザイン賞、
土木学会デザイン賞などを受賞している
「鮎の瀬大橋」から見渡す景観も見事です。
また、すぐ近くにある「鮎の瀬交流館」では
農産物や加工品を購入したり、喫茶を楽し
むことができます。

「棚田百選」の現地看板

Google Map Google Map

 ルート　菅迫田の棚田へは熊本市内から車で１時間強。鮎の瀬交
流館から看板のある上菅上バス亭まで３kmですから、交流館の駐
車場から歩いてみるのもよいでしょう。菅迫田はエリアも広く、散策
しながら景観を楽しむのがオススメです。
 駐車場・トイレ　棚田付近には駐車場・トイレはありません。鮎の
瀬交流館か道の駅「通潤橋」のご利用をおすすめします。

 ルート　白糸台地の棚田へは熊本市内から高速を使って車で１時
間。道の駅「通潤橋」から５分程度です。もっとも眺めのよい地点に
「通潤用水と白糸台地」についての解説ボードがあります。道幅の広
い箇所も多くありますが、地元の迷惑にならぬようご注意ください。
 駐車場・トイレ　棚田付近に駐車場・トイレはありません。道の駅
「通潤橋」をご利用されるのがよいでしょう。

菅迫田の棚田

鮎の瀬
交流館

153

至・通潤橋、熊本市方面

153

白糸台地の棚田

道の駅
通潤橋

至・熊本市方面
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至・小笹円形分水至・小笹円形分水



雨水がゆっくりとしみ込み、地下
水位の急上昇を抑えるので、地す
べりを防止しています。

田畑に植えられた作物や田に張ら
れた水は、雨や風から土壌を守る
働きもあり、土壌が崩れた時に下
流に流出するのを防いでいます。

貯留された雨水等は、水路を通じ
て、また地下水としてゆっくり河川
に戻ることで、流れを安定させる
役割があります。

田畑に貯留した雨水等の多くは、
地下にゆっくりと浸透して地下水
となり、下流地域の生活用水など
に活用されます。

田の水面からの水分の蒸発や、作
物の蒸散により、まわりの空気が
冷やされます。この冷涼な空気は
周辺市街地の気温上昇を抑える
効果もあります。

農村の景観を
保全する機能

文化を
伝承する機能

 癒やしや
安らぎを

もたらす機能

体験学習と教育、
医療や福祉の

機能

さんがうらさんがうら

松谷棚田展望所

かわせみ

球磨中学校
一勝地小学校
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鬼ノ口棚田 毎床棚田の石積み

球
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村
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ま
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球磨川の流域に広がる「ムラまるごと棚田博物館」。

田舎の体験交流館さんがうら

温泉施設かわせみ

■ 住所 / 球磨郡球磨村　　 問い合わせ / くまむら山村活性化協会 ☎ 0966-32-0170
 球磨村産業振興課 ☎ 0966-32-1115

日本三大急流・球磨川とその支流である芋川や那良川などの流域には、日本棚田百選に選ばれた「松谷棚田」や「鬼ノ口棚
田」をはじめとして９つの個性的な棚田があります。そのため、球磨村では「ムラまるごと棚田博物館」と名付け、文化財と
しての棚田群の価値や魅力を発掘・発信し、棚田の保全・継承を図っています。また、棚田米のブランド化も積極的に推進
しています。（上の写真は松谷棚田）

球磨村では「棚田オーナー制度」の開
設、ガイドブック等の制作、「棚田の語
り部」養成、棚田ツアーなど体験イベン
トの開催など、都市農村交流の機会づ
くりも進められています。松谷棚田や
鬼ノ口棚田以外の棚田やイベントなど
に興味のある方は「くまむら山村活性
化協会」にお問い合わせください。

アクセス情報周辺施設
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 ルート　松谷棚田へは球磨村役場から車で約10分。鬼ノ口棚田
へは球磨村役場から約5分程度です。
 駐車場　松谷棚田展望所には看板・若干の駐車スペースがあり
ます。鬼ノ口棚田に看板はありますが駐車場はありません。ご注意
ください。
 トイレ　松谷・鬼ノ口など棚田付近にはトイレはありません。役場・
周辺施設をご利用ください。ただし、閉館・不通の場合があります。

松谷棚田の近くには「田舎の体験交流館さん
がうら」、鬼ノ口棚田の近くには「温泉施設か
わせみ」などがあります。
※豪雨被害などによって施設が閉館、道路が
不通の場合があります。お確かめください。

鬼ノ口棚田の現地看板

Google Map

松谷棚田

毎床の棚田

15

球磨村役場

325
15

263

219

219

球磨川

鬼ノ口の棚田
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もっと詳しく知りたい方は
農林水産省ホームページ
「農業・農村の有する多面的機能」へ

土砂崩れを
防ぐ機能

土の流出を
防ぐ機能

川の流れを
安定させる

機能

地下水を
つくる機能

暑さを
やわらげる

機能
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至・通潤橋、熊本市方面至・通潤橋、熊本市方面
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田や畑の土壌には、雨水を一時的
に貯留し、ゆっくりと川に流す働
きがあり、ダムのような洪水を防
止する役割を果たしています。

農村地域では、農業が営まれることに
より、田畑に育った作物と農家の家屋、
その周辺の水辺や里山が一体となって
美しい田園風景を形成しています。

全国各地に残っている伝統行事や祭
は、五穀豊穣祈願や収穫を祝うものな
ど、農業に由来するものが多く、地域に
おいて長い間受け継がれています。

農村には澄んだ空気やきれいな水、美
しい草原など、四季の変化が多くありま
す。人 に々安心と安らぎを与え、心と体を
リフレッシュさせてくれます。

動植物や豊かな自然にふれることで、
生命の大切さや食料の恵みに感謝する
心が育まれます。また高齢者や障がい
者の機能回復にも役立っています。

田畑は自然との調和を図りながら継続
的に手入れをすることにより、二次的な
自然が形成され、多様な生物が生息で
きる環境になっています。

生きものの
すみかになる

機能

癒しや安らぎをもたらす機能

地下水をつくる機能

生きもののすみかになる機能

川の流れを安定させる機能

 洪水を防ぐ機能

体験学習と教育、医療や福祉の機能

土砂崩れを防ぐ機能

農村の景観を保全する機能

暑さをやわらげる機能

 土の流出を防ぐ機能

文化を伝承する機能

洪水を
防ぐ機能

日本の農業・農村は、「食」を支えているだけではなく、国土の
保全、水源の涵養、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化
の伝承などさまざまな働きを持っています。このような様々な
働きを「農業・農村の多面的機能」といいます。この「農業・農村
の多面的機能」は私たちの大切な財産であり、それらを維持・
発揮させていくためにも、農業の継続がとても重要なのです。

農林水産省HP 「 農業・農村の有する多面的機能 」
www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/nougyo_kinou/

から引用編集しました。


